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最近、「わくわく」したことありますか。 

 

急にそんなことを言われると、大人は困ってしまう人が多いのではないでしょうか。

職員室で聞いてみたら、「ドラマじゃないんだから、わくわくすることなんて、そんな

あるはずありませんよ。」と笑われてしまいました。 

 

 でも、子どもたちは毎日「わくわく」がいっぱいです。朝、正門の前に立っている

と、「校長先生、これ見て！！」と虫かごを手に話しかけてくる子や、「昨日ね、お父

さんと、お母さんと…。」週末の出来事を報告してくれる子がたくさんいます。そんな

ときは、私もできるだけそのわくわく感を一緒に楽しむようにしています。 

 

 ７月２２日（土）、体育館で行われた「放課後子どもクラブ夏の特別教室・青少対 

わくわく体験会」は、まさに、子どもたちの「わくわく」がいっぱいの一日でした。

恒例の灯ろう作り。画用紙に描くのと違い、障子紙は自由で、とても大胆なタッチに

なります。しかも、実際に灯りがともると、幻想的な雰囲気がプラスされ、なんとも

素敵な作品に仕上がります。体育館にひかれた 

ビニールシートの上で食べるビーフカレーも、 

ピクニックにでも出かけたような気分で、特別な

スパイスがプラスされたようです。そして午後は、

芝生の上で思い切り体を動かしたミニ運動会。 

学年をこえ力を合わせた綱引き、意外に難しくて

思わず真剣になった障害物リレー、しばし暑さを

忘れ、かけがえのない時間があっという間に過ぎ

ていきました。 

 

 じっと待っているだけでは、なかなか「わくわく」することは起こりません。でも、

体を動かしてみると、自分から何かに参加してみると、意外と身近なところに「わく

わく」は待ってくれているのかも知れません。青少対は大人も子どもも、年齢や性別

に関係なく一緒に活動できるとても貴重な機会です。青少対の皆様、保護者・地域の

皆様のご協力のもと、今年も子どもたちがたくさんの【わくわく体験】をさせていた

だいています。大人も負けずに【わくわく体験】をしていきましょう。 

 

引き続き、青少対まつり、綱引き大会とよろしくお願いいたします。 












